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委員会審議　　　　　　　委員会審議　　　　　　　吉倉地区の下水道復旧計画は吉倉地区の下水道復旧計画は
請願３件を審査　　　　　請願３件を審査　　　　　
一般質問１０人が登壇　　一般質問１０人が登壇　　屋内木育施設の利用促進を屋内木育施設の利用促進を

認定こども園整備事業費　認定こども園整備事業費　能瀬保育園民営化能瀬保育園民営化

秘
め
ら
れ
た
戦
乱
の
歴
史

 

弘
願
寺

鳥
越
地
区
に
ル
ー
ツ

加
賀
一
向
一
揆
の
拠
点

戦
火
を
免
れ
た
大
木
ア
テ
・
ハ
リ
ギ
リ

　

津
幡
か
る
た
表
紙
シ
リ
ー
ズ　
第
５
弾



６月会議６月会議

6
月
会
議
を
４
日
か
ら
12
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
し
た
。

初
日
に
、
６
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
の
各
補
正
予
算
、

条
例
の
改
正
や
町
道
の
認
定
な
ど
13
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

２
日
目
に
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
10
人
が
登
壇
し
た
。

最
終
日
に
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
た
全
議
案
を
可
決
し
、
請
願
２
件
を

採
択
、
１
件
を
不
採
択
と
し
た
。

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

さ
ら
に
、
議
会
議
案
と
し
て
意
見
書
２
件
を
可
決
し
た
。

※金額はすべて 1万円未満切り捨てで記載しています

１６億３６９８万円を可決一般会計
補正予算

能瀬保育園民営化
さらなるサービス向上へ
認定こども園整備事業費　　１億２９０９万円
平成２０年に策定した町立保育園民営化計画に基づき能瀬保育園の民間移管
を行うもので、令和８年１月に新園舎が完成する予定。

  

▶
中
庭
（
右
側
が
遊
戯
室
・
左
側
が
軒
下
空
間
と
園
庭
）   

▶
上
空
か
ら
園
舎
全
景　
（
イ
メ
ー
ジ
図
）

津幡駅東西自由通路完成イメージ図町内で保育実績のある法人が運営するため、民営化
による不安はありません。園舎も新しくなり、子ど
もを安心して預けることができます。
( 津幡地区・３０代 )

護 者 の 声保

▲現園舎（青枠）
   新園舎建設予定地（赤枠）

 ・令和７年度から能瀬保育園は、社会福祉法人吉竹福祉会が運営
 ・６月会議では、同法人による新園舎建設関連の補正予算が組み込まれた
 ・平成２０年から進められてきた町立保育園民営化計画は、今回で完了

POINT

 ・町内での運営施設
　 ちいろばこども園、住吉こども園、ニルスガーデン
 ・「かわいがりましょう そうすればやさしくなります」
    を合言葉に教育保育を展開している

 社会福祉法人
　吉竹福祉会
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委員会審議委員会審議
予
算
決
算
、
総
務
産
業
建
設
、
文
教
生
活
福
祉
の
各

常
任
委
員
会
と
分
科
会
の
主
な
審
議
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

▶
早
期
の
復
旧
が
待
た
れ
る

- 上下水道課 -

Q

A

地
震
で
破
損
し
た
下
水

施
設
の
復
旧
計
画
は
。

吉
倉
地
区
の
下
水
道
復
旧
計
画
は

現
在
、
農
業
集
落
排
水
施

設
の
災
害
査
定
が
終
わ
り

実
施
設
計
を
進
め
て
い

る
。
耐
震
性
を
考
慮
し
復

旧
す
る
。

- 税務課 -

A Q

A Q

対
象
者
は
。

準
半
壊
以
上
の
世
帯
が

対
象
。

能
登
半
島
地
震
に
よ
る

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

対
象
人
数
は
。

半
壊
44
人
、
準
半
壊
80
人

を
見
込
ん
で
い
る
。

- 都市建設課 -

A Q
内
容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

崩
落
箇
所
だ
け
で
は
な

く
、
大
規
模
盛
土
造
成
地

の
調
査
を
行
い
、
結
果
を

も
と
に
対
応
す
る
。

大
規
模
盛
土
造
成
地
の
地
盤
調
査

A Q
対
象
地
区
は
。

緑
が
丘
、
野
山
団
地
、

中
津
幡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

が
対
象
。

▶
明
る
く
省
エ
ネ

- 生涯教育課 -

A Q
設
計
費
３
７
０
１
万
円

の
内
容
は
。

シ
グ
ナ
ス
の
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
、
空
調
熱
源
更

新
の
設
計
委
託
料
。

総
工
費
は
。

約
４
億
４
０
０
０
万
円

を
予
定
し
て
い
る
。

文
化
会
館
シ
グ
ナ
ス

　
　
　
　
　 

長
寿
命
化
改
修
工
事

- 健康推進課 -

A Q
個
人
の
負
担
額
は
。

２
１
０
０
円
を
予
定
し
て

い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　         

接
種
費
用
の
助
成

対
象
者
は
。

65
歳
以
上
と
60
～
64
歳

の
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
方
が
対
象
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

時
接
種
が
可
能
で
あ

り
、
接
種
券
を
同
封
し

て
送
付
す
る
。

- 総務課 -

Q
対
象
者
は
。

地
震
で
被
災
し
た
み
な

し
仮
設
住
宅
、
公
営
住

宅
の
入
居
者
が
対
象
。

被
災
者
生
活
家
電
購
入
費
補
助
金

支
援
の
内
容
は
。

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
テ
レ

ビ
が
対
象
で
13
万
円
が
上

限
と
な
る
。

A

A Q

A Q A Q
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請願・討論請願・討論

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
に
関
し
て
内
容
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
を
送
付
す
る
請
願

・
こ
の
法
律
案
で
は
国
と
地
方
と
の
対
等
な
関
係
を

保
持
で
き
な
い
。
地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
地
方
自

治
体
の
首
長
が
主
導
す
る
べ
き
だ
。

・
全
国
知
事
会
の
意
見
を
受
け
て
内
容
が
見
直
さ
れ
、

自
治
体
へ
の
配
慮
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
災
害
な
ど
が

広
域
的
に
な
っ
た
時
、
国
が
主
導
し
た
方
が
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

委
員
会
の
主
な
意
見

◎
請
願
者　
参
政
党
第
３
支
部　
副
支
部
長　
山
田　
哲
也

紹
介
議
員　
中
島　
敏
勝　

不採択

請
願
の
要
旨
と
問
題
点
の
指
摘
に
つ
い
て
は
賛
同
す

る
。
し
か
し
、
意
図
が
不
明
確
で
あ
り
目
的
に
も
疑

義
が
あ
る
た
め
、
意
見
書
の
提
出
に
は
慎
重
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。  　
　
　
　
　
竹
内　
竜
也　
議
員

反対
こ
れ
ま
で
の
国
と
地
方
自
治
体
と
の
対
等
協
力
関
係

が
崩
れ
か
ね
な
い
。
個
別
法
を
整
備
せ
ず
に
地
方
自

治
法
改
正
に
よ
る
国
の
権
限
強
化
に
は
納
得
で
き
な

い
。                                

中
島　
敏
勝　
議
員 

賛成
法
案
の
狙
い
は
有
事
ま
で
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
段
階
を

想
定
し
て
お
り
、
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
に
乗
じ
て
地

方
自
治
を
破
壊
す
る
仕
組
み
の
導
入
は
許
せ
な
い
。  　
　

  
                                      

塩
谷　
道
子　
議
員 

賛成

下
水
道
の
維
持
管
理
・
更
新
に
お
け
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
に
向
け
て
の

丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願

・
本
町
で
は
上
下
水
道
事
業
の
包
括
的
民
間
委
託
を

検
討
し
て
い
る
が
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
に
は
、

自
治
体
へ
の
支
援
や
交
付
金
の
要
件
な
ど
、
丁
寧
か

つ
柔
軟
な
対
応
を
求
め
た
い
。

委
員
会
の
主
な
意
見

◎
請
願
者　
公
明
党
津
幡
支
部　
津
幡
地
区
員　
池
田　
邦
三

紹
介
議
員　
道
下　
政
博　

採択
聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極
的
な
活
用
へ

の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願

・
認
知
症
の
予
防
と
高
齢
者
の
社
会
参
画
の
実
現
の

た
め
、
聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極
的
な
活
用
を
促
進

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

委
員
会
の
主
な
意
見

◎
請
願
者
　
公
明
党
津
幡
支
部
　
津
幡
地
区
員
　
池
田
　
邦
三

紹
介
議
員
　
道
下
　
政
博
　

採択

ウォーターＰＰＰ
とは

請　願　に　対　す　る
討　論

反対
こ
の
工
事
は
、
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
で
行
わ
れ
た
が
、
応
札
し
た
業

者
が
２
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
競
争
原

理
が
働
か
な
い
入
札
で
は
な
い
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
西
村　
稔　
議
員

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
町
総
合
体
育
館
長
寿
命
化
改
修
工
事
）

議案に対する
討　論

　
　

　
   

井上
小学校３年生
議場見学

八十嶋議長から議会の役割
など説明を受けた後、議会
体験がありました。
議員役の小学生たちは発言
台に立って、元気よく質問
をしたり、自分の意見を述
べていました。

６
月
７
日
（
金
）

 ６月会議で審査された請願の結果をお知らせします。
 請願・陳情は、町政に対し意見や要望があるとき
 どなたでも提出することができます。
 請願には紹介議員が必要ですが、陳情には必要ありません。

つばた議会だより　No.170

令和６年 7月５日発行
4



採決結果採決結果

６月会議　採決状況一覧
〇：賛成　　×：反対　　退：議場に不在（棄権）　　　　
欠：欠席　　除：除斥　　－：議長は採決に加わらない

議　案　名　と　主　な　内　容
( 議案名は一部省略してあります )

結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
池
野
　
翔
吾

柴
田
　
洋
一

東
　
　
克
彦

中
島
　
敏
勝

小
倉
　
一
郎

小
町
　
　
実

竹
内
　
竜
也

八
十
嶋
孝
司

西
村
　
　
稔

酒
井
　
義
光

塩
谷
　
道
子

多
賀
　
吉
一

向
　
　
正
則

道
下
　
政
博

谷
口
　
正
一

河
上
　
孝
夫

議案　１３件
令和６年度町一般会計補正予算（第３号）　
　民間認定こども園等施設整備費補助金の増など
　（１６億３６９８万円の増）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　
　被災世帯の減免に伴う保険税還付金として
　（２７０万円の増）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町介護保険特別会計補正予算（第１号）　
　被災世帯の介護保険利用者負担額免除に伴う給付費の増など
　（１０１８万円の増）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町水道事業会計補正予算（第１号）
　地震による配水管等修繕料として
　（４００万円の増）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町下水道事業会計補正予算（第１号）　
　災害復旧事業費（地震）（公共下水道、農業集落排水）として
　（９億３００万円の増）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例について　
　マイナンバー法の改正に伴い、用語の定義と条項を置き換えるもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条
例について　
　指定公金事務取扱者制度に係る規定の新設に伴い、条項ずれや用語の整　　
　理を行うもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例について　
　空家等対策の推進に関する特別措置法の改正に伴い、条項ずれの修正を　
　行うもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石川県後期高齢者医療広域連合規約の変更について　
　令和６年１２月２日から後期高齢者医療被保険者証の廃止に伴い、関係  
   市町で行う事務に関して規約の一部を変更するもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

種辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について　
　種辺地において菩提寺地区飲用水供給施設の事業費を増額するため 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町道路線の認定について　
　町道太田８７号線、同８８号線、同８９号線 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請負契約の締結について　
　町立条南小学校エレベーター棟整備及びトイレ改修工事
　契約の金額：２億２６６０万円　契約の相手方：株式会社表組

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請負契約の締結について　
　町総合体育館長寿命化改修工事
　契約の金額：７３１２万円　　　契約の相手方：株式会社アライホーム

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願　3 件
地方自治法の一部を改正する法律案に関して内容の見直しを求める意見書
を送付する請願　 不採択 × × × ○ × × × － × × ○ × × × × ×

下水道の維持管理・更新におけるウォーター PPP 導入に向けての丁寧な対
応を求める意見書の提出を求める請願　 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書の提出を求める請
願　　　 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意　１件
町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて　
　正元　三巌氏の選任に同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議案　２件
下水道の維持管理・更新におけるウォーター PPP 導入に向けての丁寧な対
応を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案の一部を２ページに紹介

４ページに紹介
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一般質問一般質問　一般質問とは

　議員が町政全般にわたり、執行機関である町に対して
　報告や説明を求めたり、質問することをいいます。

森林公園

問答
屋
内
木
育
施
設
の
利
用
促
進
を

無
料
利
用
券
を
配
付
す
る

町
の
子
ど
も
た
ち
に
屋
内
木
育
施

設
の
利
用
促
進
を
図
る
取
り
組
み

を
。

夏
休
み
ま
で
に
町
内
在
住
の
小
学

生
と
大
人
１
人
分
の
無
料
利
用
券

を
配
付
し
利
用
促
進
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
未
就
学
児
に
も
同
様

の
配
付
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

県
と
連
携
を
図
り
、
町
の
子
ど
も

た
ち
に
木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

企
画
・
実
施
を
。

こ
ど
も
園
や
小
学
校
に
お
い
て
遠

足
や
校
外
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

屋
内
木
育
施
設
を
取
り
込
み
、
木

に
触
れ
る
体
験
学
習
な
ど
の
木
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
県
と
連
携
し
て
い

き
た
い
。

昨
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫

の
原
因
調
査
の
延
期
理
由
は
。

浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

た
め
に
雨
水
排
水
路
の
現
地
測
量

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
延
期
し
た
。

資
料
が
揃
い
次
第
、
住
民
説
明
会

を
開
催
す
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A QA Q

▶
７
月
20
日
オ
ー
プ
ン
予
定

防　災

問答
防
災
事
業
の
効
果
と
今
後
の
方
針
は

総
合
的
な
防
災
対
策
を
実
施
す
る

防
災
関
連
事
業
の
効
果
は
。

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

２
２
１
人
の
防
災
士
を
育
成
し

た
。
ま
た
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

の
災
害
情
報
の
発
信
も
効
果
が
高

か
っ
た
。

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
河
川
の
緊
急

浚
渫
推
進
事
業
を
実
施
し
、
氾
濫

防
止
に
効
果
を
発
揮
し
た
。

被
災
を
経
て
今
後
の
方
針
は
。

職
員
参
集
や
避
難
所
開
設
と
運
営

に
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地

域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
総
合
的

な
防
災
対
策
を
実
施
す
る
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

の
る
ー
と
津
幡
の
運
営
状
況
と
今

後
の
方
針
は
。

住
民
の
移
動
手
段
と
し
て
浸
透
し

つ
つ
あ
る
。

今
年
度
は
車
両
２
台
（
内
１
台
は

車
椅
子
対
応
リ
フ
ト
付
）
の
増
車

と
エ
リ
ア
の
拡
大
、
既
存
区
域
の

バ
ス
停
を
増
や
す
予
定
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A QA Q

▶
町
の
防
災
拠
点
と
な
る
新
庁
舎

議員小倉
こくら いちろう

一郎

池野
いけの しょうご

議員翔吾

つばた議会だより　No.170

令和６年 7月５日発行
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公立病院

問答
河
北
中
央
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
は

質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

河
北
中
央
病
院
の
今
後
の
あ
り
方

は
。

５
年
度
、
本
町
か
ら
の
患
者
数
は

８
割
を
占
め
て
お
り
、
地
域
医
療

に
大
切
な
役
割
を
果
た
す
医
療
機

関
で
あ
る
。

今
後
も
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
。

在
宅
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
せ
よ
。

本
町
で
は
、
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
医
療
や
介
護

の
専
門
職
を
対
象
に
、
研
修
会
や

連
絡
会
を
開
催
し
て
い
る
。
専
門

職
同
士
の
連
携
が
深
ま
り
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

学
校
の
道
徳
で
命
、
生
と
死
な
ど

を
教
え
て
い
る
か
。

町
教
育
振
興
基
本
計
画
に
も
と
づ

き
、
児
童
生
徒
が
自
他
の
命
を
大

切
に
し
、
一
人
一
人
の
自
己
存
在

感
を
育
む
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A QA Q

▶
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
河
北
中
央
病
院

災害対策

問答
万
全
な
避
難
所
の
準
備
を

円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
訓
練
す
る

避
難
所
で
あ
る
学
校
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
の
整
備
を
急
げ
。

空
調
の
あ
る
特
別
教
室
な
ど
の
活

用
も
考
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
検

討
す
る
。

学
校
の
防
災
備
蓄
品
の
基
準
を
明

確
に
せ
よ
。

現
在
、
防
災
ず
き
ん
や
携
帯
食
料

な
ど
は
備
蓄
し
て
い
な
い
が
、
今

後
に
向
け
検
討
す
る
。

避
難
所
運
営
の
指
揮
系
統
を
整
理

し
、
普
段
か
ら
訓
練
を
。

今
後
は
、
避
難
所
運
営
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
て
、
よ
り
実
践

的
な
訓
練
を
実
施
す
る
。

ア
ザ
レ
ア
の
健
康
増
進
効
果
と
事

業
全
体
の
評
価
の
検
証
報
告
を
。

参
加
者
が
少
な
く
デ
ー
タ
が
不
足

し
て
お
り
、
ま
だ
評
価
で
き
な
い
。

事
業
内
容
を
再
検
討
し
、
さ
ら
な

る
周
知
で
健
康
増
進
を
進
め
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A QA QA Q

▶
昨
年
の
防
災
総
合
訓
練

中島
なかしま としかつ

議員敏勝

道下
みちした まさひろ

議員政博
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一般質問一般質問

町総合計画

問答
総
合
戦
略
と
の
一
体
化
は

統
合
を
視
野
に
準
備
を
進
め
る

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
と
町
総
合
計
画
を
一
体
化
し

て
策
定
す
る
考
え
は
。

総
合
戦
略
の
計
画
期
間
を
延
長

し
、
両
計
画
の
始
期
を
そ
ろ
え
、

一
体
化
に
向
け
た
調
査
や
準
備
を

進
め
て
い
る
。

第
５
次
計
画
の
基
本
目
標
の
達
成

状
況
を
い
か
に
評
価
し
、
第
６
次

計
画
の
策
定
方
針
と
す
る
の
か
。

今
年
度
、
町
民
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
す
る
予
定
。

施
策
の
効
果
や
成
果
を
分
析
す
る

と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
整

理
す
る
。

災
害
復
旧
の
目
途
や
事
業
計
画
な

ど
積
極
的
に
情
報
発
信
す
べ
き
だ
。

付
近
住
民
に
と
っ
て
影
響
の
大
き

い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明

会
を
行
う
な
ど
情
報
発
信
に
努
め

て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A QA Q

▶
期
待
さ
れ
る
第
６
次
計
画
に

避難支援

問答
要
支
援
者
へ
の
対
応
強
化
を

関
係
団
体
の
つ
な
が
り
を
支
援
す
る

避
難
行
動
要
支
援
者
連
絡
会
議
を

設
置
し
、
地
区
へ
模
範
モ
デ
ル
を

示
せ
。 

新
た
な
組
織
は
作
ら
な
い
。
く
ら

し
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
に

お
い
て
、区
長
や
民
生
児
童
委
員
、

自
主
防
災
ク
ラ
ブ
の
関
係
団
体
の

横
の
つ
な
が
り
を
強
化
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。

避
難
所
の
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
す

べ
き
で
は
。

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
整
備
も
し
く
は
無

線
移
動
基
地
局
や
充
電
設
備
の
設

置
は
大
変
有
意
義
で
あ
る
。

今
後
、
携
帯
電
話
会
社
と
の
災
害

時
に
お
け
る
連
携
協
定
を
検
討
す

る
。

行
政
の
た
め
で
は
な
く
、
も
っ
と

住
民
の
た
め
の
住
民
説
明
会
を
。

関
係
者
と
相
談
し
住
民
説
明
会
を

含
め
適
切
な
方
法
で
周
知
を
図
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A QA Q

▶
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ

竹内
たけうち たつや

議員竜也

東
あずま かつひこ

議員克彦
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避難支援

問答
ム
ダ
な
く
効
率
的
な
安
否
確
認
を

実
用
的
な
手
段
を
調
査
・
研
究
す
る

緊
急
通
報
装
置
の
情
報
を
避
難
困

難
者
の
安
否
確
認
に
活
用
せ
よ
。

ま
た
、
経
路
表
示
ア
プ
リ
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る
効
率
化
を
。

災
害
時
に
お
け
る
活
用
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

他
の
実
用
的
な
手
段
や
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

経
路
表
示
ア
プ
リ
の
井
上
地
区
以

外
へ
の
展
開
は
。

今
年
度
、
津
幡
地
区
や
中
条
地
区

で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
業
を
委
託

し
て
い
る
石
川
工
業
高
等
専
門
学

校
と
協
議
し
決
定
し
た
い
。

役
場
内
や
学
校
で
の
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
。

研
修
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

組
織
全
体
と
し
て
情
報
を
共
有
し
、

対
応
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
専
門
的
な
医
療
機
関
に
相

談
窓
口
を
開
設
、
安
全
で
安
心
な

職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A QA Q

▶
さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
通
報
装
置

防　災

問答
地
震
が
来
て
も
倒
れ
な
い
家
を

町
で
は
住
宅
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
る

地
震
が
来
て
も
倒
れ
な
い
家
を
増

や
す
対
策
は
。

本
町
で
は
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
し
て
い
る
。
耐
震
化
補
助
額
は

全
国
で
も
高
い
水
準
で
あ
る
。

今
後
、
県
が
補
助
要
件
の
拡
充
を

予
定
し
て
お
り
、
耐
震
工
事
と
併

せ
て
住
宅
の
復
旧
が
で
き
る
よ
う

制
度
の
見
直
し
を
図
り
た
い
。

駅
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
。

津
幡
駅
は
東
西
自
由
通
路
の
新
設

に
併
せ
、
今
年
度
中
に
改
修
し
、

洋
式
化
す
る
。

本
津
幡
駅
は
前
向
き
に
検
討
し
て

い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A Q

▶
耐
震
改
修
で
安
心
な
住
ま
い
を

柴田
しばた よういち

議員洋一

塩谷
しおたに みちこ

議員道子

住宅耐震改修工事費
等補助金

詳しくはこちら

緊急通報装置 詳しくは
こちら

9
つばた議会だより　No.170

令和６年 7月５日発行



一般質問一般質問

小規模校

問答
学
校
を
残
す
た
め
の
方
策
は

特
例
校
制
度
な
ど
を
調
査
す
る

学
校
の
統
廃
合
に
関
す
る
考
え
方

は
。

児
童
減
少
地
域
の
学
校
を
存
続
す

る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
特
例
校

制
度
な
ど
を
調
査
し
、
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
探
求
し
て
い
き
た

い
。

人
口
減
少
地
域
で
、
空
き
家
の
有

効
活
用
や
町
が
主
導
す
る
住
宅
地

開
発
を
。

即
効
性
の
あ
る
施
策
は
難
し
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、

住
民
間
の
結
び
つ
き
を
強
化
す

る
よ
う
な
施
策
を
根
気
強
く
続
け

る
。

臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
局
の
開
局
に
向
け

た
考
え
は
。

課
題
は
多
い
が
発
災
時
に
円
滑
に

開
局
で
き
る
か
検
討
す
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A QA Q

▶
小
規
模
校
の
解
消
を

災害復旧　

問答
被
災
し
た
区
道
修
復
を
全
額
町
費
で

下
水
管
の
有
無
に
よ
り
対
応
が
異
な
る

被
災
し
た
区
道
修
復
を
全
額
町
費

で
負
担
せ
よ
。

下
水
管
の
損
傷
に
起
因
す
る
陥
没

に
つ
い
て
は
町
の
負
担
で
修
繕
を

行
う
。

下
水
管
が
敷
設
さ
れ
て
い
な
い
区

道
に
関
し
て
は
工
事
費
の
最
大
９

割
を
補
助
す
る
。

津
幡
町
の
人
口
が
増
え
る
施
策
を

県
に
強
く
要
望
す
る
こ
と
が
能
登

の
復
興
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

議
員
の
提
案
は
、
直
接
的
に
も
間

接
的
に
も
能
登
の
復
興
に
結
び
つ

か
な
い
と
思
わ
れ
る
。

の
る
ー
と
津
幡
を
30
分
間
隔
の
路

線
バ
ス
に
せ
よ
。

運
転
手
の
増
員
が
必
要
と
な
り
、

運
行
経
費
が
以
前
よ
り
も
高
額
に

な
る
こ
と
か
ら
、
変
更
は
考
え
て

い
な
い
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A QA Q

▶
陥
没
に
注
意

小町
こまち みのる

議員実

西村
にしむら みのる

議員稔
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採決結果採決結果
５月会議　採決状況一覧 〇：賛成　　×：反対　　退：議場に不在（棄権）　　　　

欠：欠席　　除：除斥　　－：議長は採決に加わらない

議　案　名　と　主　な　内　容
( 議案名は一部省略してあります )

結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
池
野
　
翔
吾

柴
田
　
洋
一

東
　
　
克
彦

中
島
　
敏
勝

小
倉
　
一
郎

小
町
　
　
実

竹
内
　
竜
也

八
十
嶋
孝
司

西
村
　
　
稔

酒
井
　
義
光

塩
谷
　
道
子

多
賀
　
吉
一

向
　
　
正
則

道
下
　
政
博

谷
口
　
正
一

河
上
　
孝
夫

議案　２件
令和６年度町一般会計補正予算（第２号）　
　定額減税補足給付金給付事業費の増など（６億８３９７万円の増） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町バス事業特別会計補正予算（第１号）
　AI 活用型オンデマンドバス導入事業費として（３７６２万円の増） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認　１１件
専決処分　　令和５年度町一般会計補正予算（第１２号）
　鷹の松墓地公園復旧事業費や道路除雪費の減など（５８００万円の減） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分　　令和５年度町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）　　
　一般被保険者療養給付費、一般被保険者高額療養費の減など
　（７１８７万円の減）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分   　令和５年度町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　後期高齢者医療広域連合納付金の減など（４５５万円の減） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分   　令和５年度町介護保険特別会計補正予算（第５号）
　居宅介護サービス給付費、介護予防サービス給付費の減など
　（３１９３万円の減）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分　　令和５年度町バス事業特別会計補正予算（第４号）
　町営バス運営費、AI 活用型オンデマンドバス導入事業費の減など
　（９７８万円の減）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分　　令和５年度町病院事業会計補正予算（第２号）
　たな卸資産の購入限度額を改定 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分　　令和５年度町簡易水道事業会計補正予算（第２号）
　営業外費用の消費税の増として（３万円の増） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分　　令和５年度町下水道事業会計補正予算（第５号）
　管渠費（災害復旧事業費・地震）の増など（７０９万円の増） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分　　町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　後期高齢者支援金等課税額の変更など 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分　　町税条例の一部を改正する条例について
　個人住民税の特別税額控除（定額減税）に係る規定の新設など 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分　　令和６年度町一般会計補正予算（第１号）
　損壊家屋等解体委託料の増など（３億８４４９万円の増） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▲マッチング室 ▲譲渡室

県森林公園に新設
   いしかわ動物愛護センター

保護した動物の殺処分をなくし、譲渡対象とす
るための取り組みやボランティア団体との連携
などを学んだ。
適正な譲渡につなげるため、実際に犬や猫に触
れあって相性を確認するためのマッチング室、
検査や治療を行う検査処置室などの施設の説明
を受けた。飼い主とペットの両方が幸せになる
ように厳しい譲渡基準が設けられている。
なお、ドッグランは７月２０日オープン予定。

全議員参加

町内視察研修5/13
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１
３
５
０
年
に
現
笠
谷

地
区
に
建
立
さ
れ
た
寺
院

で
、
加
賀
一
向
一
揆
の
拠
点

の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
５
８
０
年
に
織
田
配

下
の
佐
久
間
盛
政
の
軍
に

焼
き
払
わ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
焼

け
残
っ
た
大
木
ア
テ
・
ハ

リ
ギ
リ
は
町
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

１
６
０
９
年
に
現
加
賀

爪
に
移
転
し
、
そ
の
歴
史

を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

鳥
越
弘
願
寺
跡
に
は
土

塁
等
が
残
っ
て
お
り
、
戦

国
時
代
の
名
残
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

笠
野
小
学
校
６
年

森も
り　

楓ふ
う
か華

さ
ん

の
作
品
で
す

表紙の
題字は

議会メール

 アドレス

〒
929-0393　

石
川

県
河

北
郡

津
幡

町
字

加
賀

爪
ニ

３
番

地
☎

076-288-6410
発

行
／

津
幡

町
議

会
発

行
責

任
者

／
議

長
 　

八
十

嶋
孝

司
編

集
／

広
報

調
査

特
別

委
員

会

議会メール
 アドレス

議
会
だ
よ
り
の
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

http://w
w

w
.tow

n.tsubata.lg.jp/
メ

ー
ル

  gikaijim
ukyoku@

tow
n.tsubata.lg.jp

つ
ば

た
議

会
だ

よ
り

No.170
令

和
６

年
７

月
5日

発
行

たのしい書道教室 ( くらみ）

　令和３年５月より講師を引き継ぎました。最初、お
しゃべりをしながら大笑いの中、筆を運んでる皆さん
を見てびっくりしました。
　どの方も本当にご苦労な毎日からひととき解放され
て、思いっ切り笑いはじけて元気を得ていらっしゃる
お姿に私もすごく励まされています。
　このひとときの出会いに心を通わせあい、楽しんで
いる皆さんとのご縁に感謝しています。

みんなで楽しく筆を運びましょ 講師　中
なかやま

山　 玉
ぎょくしゅう

舟

Q これからどんな町になってほしいですか。
若い人やお年寄り誰でも前向きな意見を出し合
える活き活きした町になってほしい。
津幡町の好きなスポットはどこですか。
能瀬川の桜並木は４月が最高です。あがた公園
も遊具で遊ぶ子や散歩の方でにぎやかです。

A

Q

A

●活動場所　　ウエルピア倉見
●活動日時　　毎月第３木・金曜日
　　　　　　　１０時～１１時３０分
●連絡先　　　☎２８９－２３１５( 中山 )

●受付日時
　９月４日 ( 水 )　午後０時３０分～　提案理由の説明　
　９月５日 ( 木 )　午前９時～　　　　町政一般質問
●受付場所　　 役場庁舎４階　傍聴受付

９月会議
９月４日 ( 水 ) 午後 1 時３０分～

ぜひご参加ください！

私が題字を書き
ま

し
た

　

笠
野
小
学
校
の
好
き
な

と
こ
ろ
は
、
み
ん
な
家
族

の
よ
う
に
仲
が
良
い
と
こ

ろ
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。
み
ん
な

で
遊
ん
だ
り
、
笠
野
の
森

を
探
検
し
た
り
し
ま
す
。

　

今
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
は
協
働
で
す
。

「
自
分
か
ら
・
み
ん
な
一

緒
に
・
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

み
ん
な
で
学
び
合
っ
た
り

教
え
合
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
弘ぐ

が
ん
じ

願
寺
と
は

　
　

　
   

   サ
ークル紹介
第 59号

　

　
　

　
   

   
   表紙の風景

　

　
　

　
   

  　
議会を傍聴
しませんか

  日程は変更になる可能性があります
  詳しくは、町議会ＨＰをご覧になるか、下記まで
  ( 問合先 ) 議会事務局　☎２８８ー６４１０

と会議

うろ語 会

萩野台コミュニティプラザ
7/20 土 午前１０時～

詳しくは
こちらから

 議会からの報告＆
グループでの意見交換会

( 問合先 ) 議会事務局　☎２８８ー６４１０
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